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研究成果の概要（和文）： 
	
 インタラクティブな教育環境の整備と多層的シナリオ作成のために模擬患者役へのインタビ

ューや医療面接場面における参加観察を通して、アウトプットのバラエティについて網羅的な情

報収集と類型化を試みその成果物としてビデオ教材の開発へと繋げた。シミュレータのコントロ

ールと学習者とのリアルタイムな情報交換について、連結可能匿名化を保持しつつ各学習者のデ

ータを集積できる方法の試作版を作り上げることができた。	
 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

Interview	
 and	
 observation	
 with	
 standardized	
 patients	
 were	
 performed	
 to	
 develop	
 

interactive	
 education	
 environment	
 and	
 to	
 archive	
 multidisciplinary	
 clinical	
 simulation	
 

scenarios.	
 Utilizing	
 the	
 outcomes	
 of	
 interview	
 and	
 observation,	
 DVD	
 educational	
 materials	
 

were	
 produced.	
 About	
 the	
 information	
 exchange	
 system	
 that	
 was	
 the	
 control	
 of	
 the	
 simulator	
 

and	
 the	
 real	
 time	
 with	
 the	
 learner,	
 a	
 trial	
 manufacture	
 version	
 of	
 the	
 method	
 that	
 could	
 

accumulate	
 the	
 data	
 of	
 each	
 learner	
 while	
 it	
 could	
 be	
 connected,	
 and	
 maintaining	
 coding	
 

was	
 able	
 to	
 be	
 finished.	
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1. 研究開始当初の背景 
（１）背景	
 

	
 研究開始当初、すでに、より専門性の高い

適切な観察と的確な看護判断能力、すなわち

よりフィジカルアセスメント能力が看護職に

求められてきていた。医療技術の進歩が著し

い米国においては、病院はすでに療養の場で

はなく、我が国でいうところの手術室と集中

治療室および救急外来だけで構成されている

かと思われる程、治療や処置に特化した場と

なっていた。	
 

	
 そのために米国医療現場での平均在院日数

は数日間であり、かつてのように初学者が病

院を舞台にして実習を経験することも非常に

困難になってきていた。つまり当時の米国で

はかつて病院臨床場面において実習として経

験し修練を重ねてきたことが現実的には展開

できなくなってきていた。	
 

	
 そこで米国においては、医師養成教育をは

じめとする医療者養成教育についてはシミュ

レーションを通して学ばせる、いわゆるシミ

ュレーションラボの開発整備が急速に進めら

れていた。	
 

	
 技能や知識の獲得のためにはある程度の教

育時間と反復練習が不可欠である。しかしそ

れがどの程度必要かは学生個人個人の準備状

況や資質に大きく左右される。これまでのよ

うなストラクチャーとプロセスだけで担保し

た教育では必ずしも求められる習得レベルが

確保できるとは言い難く、何かしらのアウト

カム評価はもはや避けては通れない。その面

からもシミュレーションラボ教育の開発状況

を十分に把握することも大切である。	
 

	
 しかしながら医療の展開は、生活者である

患者と深く関わる社会文化、かつ背景と完全

に切り離すわけにもいかないことは明白であ

る。したがって世界的潮流の中にあって我が

国に貢献でき得る我が国なりのシミュレータ

教育の推進は非常に重要かつ革新的であると

考えられた。	
 

	
 また模擬患者（以下SP	
 と略す）参加型教育

は診察技能を高める方法として高く評価され、

我が国の看護教育においても2000	
 年以降急

速にSP	
 参加型の教育が導入されつつあった。

さらにそれまでの一方向性の操作に基づくシ

ミュレータではなく、インプットに対応する

身体状態も含めたアウトプットを行う仕組み

は、これまでに世界中を見渡してもその試み

がなされていなかった。	
 

（２）研究開始当初での限界	
 

	
 健康な一般市民であるSP	
 には身体内での

異常な状態は演じることができず、学びたい

時にいつでもできるというわけでもないため、

異常な状態をいつでもどこでも再現できるシ

ミュレーターが必要であった。	
 

	
 これまでも生体情報を忠実に再現できるシ

ミュレータの開発・改良、およびそれらを用

いた教育を展開してきたが、教える側からの

一方向性の情報では認知学習習得には限界が

あることも分かってきた。	
 

	
 しかしながら、どのタイミングでどのよう

なフィードバックが最適かについてはまだ明

らかになっていなかった。	
 

 
2. 研究の目的 
	
 フィジカルアセスメント技能習得に対応で

きる身体診察技能学習とコミュニケーション

をシミュレートできるようなインタラクティ

ブモデル機器を開発しその有効性を評価する

システムを構築することで、これらの間に存

在する限界のブレイクスルーを目指すもので

ある。 

	
 インタラクティブな教育環境を整備し多層

的なシナリオを作成しインプットに適切に対

応するアウトプットを具現できるかについて



明らかにしていき、さらにはフィジカルアセ

スメントの教授に関して、集合教育で伝えら

れる範囲を越えた部分についての個別的な教

育的関わりを持つことが出来るようにシミュ

レータを活用したセルフラーニングを行える

教育環境ならびにその運用についての整備を

行い、学生個人の学習履歴と教育成果の蓄積

からどの段階でどのようなアウトカム評価が

有効であるかについて明確にすることを目指

す。	
 

	
 これらのことから、集合教育と個別的教育

との有機的連携を図ることにより、両者の利

点についての相乗効果を図ること、および個

別的教育の標準化を図れることが期待され、

本研究成果により、世界に貢献でき得る我が

国発のシミュレータ教育の推進が図れること

は非常に重要な意義をもつものと考えられる。	
 

 
3. 研究の方法 
	
 本研究において、最終的にはインタラクテ

ィブな教育環境を整備し多層的なシナリオを

作成しインプットに適切に対応するアウトプ

ットを具現できるかについて明らかにしてい

くために、以下の方法で研究を進めた。	
 

	
 それまでに模擬患者教育を通して、医療面

接における様々なシナリオの蓄積を行ってき

たが、その場での対応はあくまで模擬患者役

である者に委ねてきた。そこでまずは模擬患

者役へのインタビューや模擬患者による医療

面接場面における参加観察を通して、アウト

プットのバラエティについて網羅的な情報収

集を行い、それを基にシナリオからの進展に

ついての類型化を試みた。この集積をさらに

繰り返し、典型例についてのモデルパターン

の構築を試みた。	
 

	
 また既成のフィジカルアセスメントシミュ

レータのポテンシャルを探索するために、機

器の基本構築と拡張性について、多面的に探

索した。この段階では機器のそもそもの開発

を行った企業とのコラボレーションも図りつ

つ、生体情報シミュレータに双方向性のコミ

ュニケーションが可能になるような情報をや

り取りする仕組みの構築を目指した。方法と

しては、プライベートLAN環境を整備した教育

支援ラボにおいて、外部パソコンによるシミ

ュレータへのコントロールの可能性を探索し、

それにリンクさせてeラーニングソフトを活

用した学習者からのインプットをリアルタイ

ムに交換していくことで、各学習者とデータ

とを連結可能匿名化によって集積しつつ、個

別性を失わない情報集積を可能にする仕組み

作りをさらに深めることを試みた。	
 

	
 

4. 研究成果	
 

	
 それまでに模擬患者教育を通して、医療面

接における様々なシナリオの蓄積を行って

きたが、その場での対応はあくまで模擬患者

役である者に委ねてきた。そこでまずは模擬

患者役へのインタビューや模擬患者による

医療面接場面における参加観察を通して、ア

ウトプットのバラエティについて網羅的な

情報収集を行い、それを基にシナリオからの

進展についての類型化を試みた。この集積を

繰り返し、典型例についてのモデルパターン

の構築を試みた。その典型例についてのモデ

ルパターンの構築を通して、成果物としてビ

デオ教材の開発へと繋げた。	
 

	
 教育支援ラボにおけるパソコンによるプラ

イベートLAN環境でのシミュレータへのコン

トロールと、それに動画情報をリンクさせる

ことによるeラーニングソフトを活用した学

習者とのリアルタイムな情報交換についての

可能性を検討した結果、連結可能匿名化を保

持しつつ各学習者のデータを集積できる方法

の試作版を作り上げることができた。	
 

	
 上記の教材開発とともに双方性の学習方略

を具体化するができたことで、学習者にとっ



て安心して繰り返し学習ができ、かつ個別性

を失わない情報集積を可能にする仕組みのプ

ロトタイプが出来上がった。そのことによっ

て教育学習効果をさらに深めることが実現可

能になることへの道筋が開けてきた。	
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